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 志・感動・笑顔 ３つの「あ」を大事に 

～あきらめない ありがとう あいさつ～ 
楯岡小学校だより 第 12号 

令和５年３月１７日（金） 
【文責:校長 井上敏春】 

楯岡小 Web ページ 
☛ＱＲコードから 
バックナンバーも 
ご覧ください。 

「校長先生、おはようございます！（しばしの間…何か言いたそう） あの…あれ…金曜

日の…金曜日の…あれ何て言うんだっけ…。」 

校門前で朝の登校指導をしている私に、ある二人の子からこんな質問がありました。き

っと登校中にも名前が思い出せず、あきらめきれず、気になっていたのでしょう。 

「『しゅうりょうしき』のことかな？ 勉強をぜんぶ終わりましたという修了式だよ。」 

「ん～、口頭ではなかなか伝わらないなぁ、漢字に書かないと…」と思っていると、マス

ク越しにも分かる笑顔とまなざしと声で、 

「あっ、そう。ありがとうございます！」 

と、元気なお礼のあいさつにお辞儀まで加えて、二人そろって意気揚々と昇降口に向かっ

ていきました。ほんの数秒間のやり取りでしたが、その姿に朝からほっこりとしました。 

コロナ禍の３年間を経て、この４月からは、学校でも一律のマスク着用を求めず、個人

の判断となります。花粉症や様々な感染症にとても有効なことが分かったマスク生活で

すが、マスクは既に下着と同じ感覚となりました。外して素顔を見せることが恥ずかしい

と感じる大人も子供も決して少なくないようです。先の子供たちのマスク越しの笑顔は、

マスクの奥であっても十分想像できるほどの美しいものだと感じました。実はこうした

やり取りのできる子供たちは本校にたくさんいます。本校の子供たちは、きっと大丈夫。 

お気付きになられたでしょうか。本校の学校教育目標は、学校だよりタイトル上部に記

載のとおり、３つの「あ」を大事にしています。先の二人の子は、難しい言葉だけど「あ

きらめず」、朝の「あいさつ」をしてから、その後に質問してみて、教えてもらえて「あ

りがとうございます」が言える、人と人との一連の関わりがしっかりとできています。 

楯岡小学校と子供たちは各ご家庭・地域の皆様にしっかりと支えられ、おかげさまで、

今年度もすくすく育っていることに、改めて心より感謝申し上げます。 

新年度も学校教育目標「『志・感動・笑顔』～３つの「あ」を大事に～」の達成を目指

して、しっかりと取り組んでまいります。 
５年生が総合的な学習の時間に、村山市政策推

進課とコラボして取り組んだ「村山市 PR フェス

ティバル」について、全校児童に紹介しました。 
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本校の『楯山図書館』で子供たちに人気の図書の一つに〝生

き物に関する図鑑など〟があります。調べ学習などで手にする

ことも多く、その損傷度合いから確かに読まれていることがよ

く分かります。１月号でもお伝えしておりますが「楯岡中学校

昭和５０年度卒の同窓会『五輪会（いつわかい）』」様から寄附

金をいただきました。そこで有効に活用させていただき、３０

冊ほどの図鑑を購入するとともに〝イルカ研究の第一人者「東

海大学海洋学部 村山 司 教授」〟による５・６年生を対象と

したオンライン特別授業講師をお願いしました。今回購入した

図鑑の中には、村山教授の著書が６冊ほど含まれます。 

なぜこのようなことが実現できたのかというと、村

山市教育委員会から『五輪会』の方々と同年代で活躍

する天童市出身の村山教授がいらっしゃるとの情報

を頂いたこと、また、シャチやイルカなどの海獣大好

きな児童が複数名いたことなどが主な理由です。 

村山教授へは１月末からのごく短期間での依頼で

あり、年度末の超多忙な時期であるにも関わらず、快

くお引き受けいただきました。山形県人としての温か

さを感じました。１時間の特別授業はとても有意義な

ものでした。イルカが人の言葉をまねることを世界で 

初めて実証したのが村山教授です。初めてお聞きすること、知っていたけれどそれが村山

教授の研究だったのかと知ることなど、子供たちの興味関心は途切れることなく、懸命に

メモする姿がありました。また、村山教授が高校生の頃に抱いた「イルカと話をしたい」

という夢が、研究者となった今も続いていること、「夢は努力が必要だけれど、あきらめ

なければかなう（ことがある）」という言葉がとても心に残りました。尽きることない探

究心を今ももち続け研究を一生の仕事としている先生の姿に、これからを生きる子供た

ちに大きな励み、勇気と希望を与えていただきました。 

本校児童会は、代表委員会を最高決議機関として、その運営の主たる役割を担う「たて

やま委員会」を始めとした１１の委員会と通学班長会、たてわり班長会などが組織されて

います。今年度も最高学年の６年生を中心に様々な課題を見付けては対策を練り、改善の

ための方策を提案したり、生活づくりや仲間づくりの企画を実施したりしてきました。 

こうした取組は、学校行事としての「大運動会」や「学習発表会」等を始め、各学年に

おけるリーダーを中心とした実行委員会による活動などにも大いに生かされています。 

令和４年度を力強く引っ張ってきた６年生から、令

和５年度のリーダーを務める現５年生への引き継ぎ

式を２月２８日（火）に行いました。 

５年生は立候補、演説、投票を経て選出された児童

会各委員長たちです。その他に通学班長会長や縦割り

班長会長なども選出されています。６年生これまであ

りがとう。５年生・新６年生よろしくお願いします。 
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２０１１年（平成２３年）３月１１日（金）に起こった東日本

大震災（以降、大震災）は、あまりにも多くの尊い命を奪い去り、

今なお避難生活を余儀なくされている方々もいらっしゃいます。

１２年を経過した今も復興の道半ばです。平成２２年・２３年は、

明日卒業式を迎える６年生が生まれた年であり、来年度以降に在

籍する小学生は、大震災後に生まれた子供たちだけとなります。 

私たちは、この大震災で失った尊い命の大切さと経験を通して得られた教訓をしっか

りと後世に語り継いでいく必要があります。３月１０日（金）の昼の放送では、校長講話

を行うとともに、１５日（水）は〝救給（たすけあい）給食の日〟として、『救給カレー』 

をプラ製のスプーンでいただきました。震災直後、学校給

食の提供ができなかった経験を踏まえ、ライフラインが

途絶えた際などの非常時の応急給食として考えられたも

のです。スタンディング・パウチ容器のため食器不要で温

めなくても、水がなくてもそのまま食べられ、食後はその

まま片付けることができるものです。学校では常時１食

分を備蓄しています。提供の必要性がなかった１年間の

無事に感謝しながら、給食最終日にいただきました。 

３月２日（木）児童生活委員会が中心となり、今年一

年間安全な登下校ができたことと、毎朝の登校を見守っ

てくださった３名の交通安全ボランティアの皆様に感

謝の気持ちを表す『交通安全感謝の会』を行いました。 

交通安全ボランティアに携わってくださった３名、菊

地和郎 様 には荒町 LinkMurayama 前の横断歩道、金谷

正實 様 には新町柳通りの横断歩道、佐藤淳一 様 には

コセキ前の横断歩道にそれぞれ毎日欠かさず立ってい

ただきました。雨の日も風の日も雪の日も、きっと体調 

のすぐれない日やスケジュール調整の困難な日もあったことと思います。それでも毎朝、

児童の安全を見守ってくださったことに、心より感謝申し上げます。 

また、今冬は通学路の中でも特に県道である旧国道沿いの五日町～十日町～晦日町にか

けての歩道の除雪環境改善にご尽力いただきました。去る令和４年１２月１４日（水）に 

周辺町内会を代表して五日町町内会長 小久貫登 

様、村山市交通安全協会楯岡支部北楯分会役員 佐藤

淳一 様、五日町子ども会保護者会会長 加藤麻里子 

様、村山市役所建設課及び教育委員会学校教育課の

皆様が、山形県村山総合支庁北村山地域振興局建設

部の皆様に陳情を申し上げたところ、誠心誠意尽く

してくださり、長年の懸案事項であった除雪が実現 

したものです。さらに十日町～晦日町にかけて保護者・地域の方が、ボランティアで除雪

もしてくださっているとお聞きしています。きっと他地区におきましても、同様の対応を

してくださっている方々が大勢いらっしゃったのだと思います。おかげで今冬も安全な登

下校ができました。心より感謝申し上げます。 
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二十四節気 4/5清明～ 4/20穀雨～ 

アフター・コロナや新しい教育の潮流、創立１５０周年の年であることなどを受けて、

楯岡小として令和５年度の教育活動において様々な変更点があります。保護者の皆様には、

２月の授業参観の折に配付しましたが、地域の方向けに学校だより「たてやま」２月号で

お伝えした２点（１ 通学カバン、２ 学帽・ベレー帽）に加えてお知らせします。 

３ 家庭訪問 

・これまで一律一斉に行ってきましたが、様々な事情等を考慮し希望制とします。た

だし、担任による児童の通学路の安全とご自宅の場所の確認は必ず行います。学校

における定期や必要に応じた個人面談や家庭訪問は随時行ってまいります。 

４ 創立１５０周年記念式 令和５年９月３日（日）開催 ※参加範囲等詳細は後日 

以下の行事等を「創立１５０周年記念○○○」として、時期と内容も考慮して開催 

（１）運動会     …６月１０日（土）開催 ※熱中症対策もあり 

（２）マラソン記録会 …開催時期や内容、体育の授業として行うかなどについて検討中 

（３）相撲大会    …開催時期や内容、体育の授業として行うかなどについて検討中 

５ その他 

・夏休みプール開放…実施しない ※行き帰り、遊泳中も熱中症が心配される 

～新しい教育における子供たちの健やかな成長を願いご理解とご協力をお願いします。～ 

日 曜 給食 関　係　行　事

17 月 ○
NRT学力検査(理科・4年以上）　職員会議③

18 火 ○
全国学力学習状況調査（6年）　耳鼻科検診（3年）

19 水 ○
NRT学力検査(英語・6年） 児童委員会①
ＰＴＡ評議員会

20 木 ○
内科検診（2年）

21 金 ○
避難訓練①（不審者対応）

22 土 －
4校時限　授業参観
PTA総会　学年・学級懇談会　PTA歓送迎会

23 日 －

24 月 －
振替休業日（4/22・土の分）

25 火 ○ 家庭訪問①（希望制）

26 水 ○
朝会　内科検診（3・4年）

27 木 ○
歯科検診（5・6年）
家庭訪問②（希望制）

28 金 ○ 家庭訪問③（希望制）

29 土 － PTA作業(総務・3年)

30 日 －

［参考］5月の主な行事予定（3/17現在）

5/  2（火）一年生を迎える会　家庭訪問（予備日･希望制）

14（日）北村山陸上競技選手権大会（5・6年希望者）
　　　　※北村山陸協主催・従来9月開催を時期変更して
　　　　　夏の県大会100M走の選考会を兼ねて実施
18（木）弁当日　市小学校陸上競技大会（5・6年）

19（金）弁当日　市小学校陸上競技大会予備日

日 曜 給食 関　係　行　事

1 土 －

2 日 －

3 月 －
職員会議①

4 火 －

5 水 －
職員会議②

6 木 －
入学式準備

7 金 －
新任式・始業式８：２０～　児童下校９：４５～
入学式１１：００～（1年生と６年児童会委員長参加）

8 土 －

9 日 －

10 月 －
休業日（児童）
職員会議・年度始準備等

11 火 弁
午前授業　知能検査（2年以上）　身体計測(1回目)
ＰＴＡ開票作業

12 水 ○
ＮＲＴ学力検査(国語・2年以上)　身体計測(２回目）

13 木 ○
朝会　ＮＲＴ学力検査(算数・2年以上)　クラブ活動①
子ども会育成会全員協議会

14 金 ○
ＮＲＴ学力検査(社会・4年以上）
ＰＴＡ役員全体会

15 土 －

16 日 －


